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学校教育目標（菊鹿小中学校）      

「ふるさとを愛し、夢の実現に向けて 

挑戦し続ける児童生徒の育成」 

菊鹿小スローガン 

                        ～学び合い つながり合い 菊鹿愛～ 

                                文責 校長 早田 宗生 

１０月１日（土）開催した本校運動会。新型コロ

ナ感染症や熱中症対策を講じた上での開催としまし

た。当日の児童は、運動会スローガン「仲間とつな

がれ！限界をこえろ！思い出に残る最高の運動会」

に示されたとおり、しっかりとがんばっていまし

た。練習してきたことを保護者や地域の応援に力

をもらいがんばった児童もいることでしょう。た

くさんの応援ありがとうございました。後日、参

観者の皆さんから「よかった」「感動した」などの

声を頂きました。ありがとうございます。 

本校の運動会には、もう一つ誇れるものがあります。閉会後にも感動が

ありました。それは保護者の後片付けの素早さです。たくさん

の方に率先して御協力いただきました。これまでも、ＰＴＡ作業にはほぼ全員の方に参加していただいて

います。まさに、「菊鹿愛」ですね。職員も励みになります。ありがとうございます。 

また、本校運動会参観者用駐車場として、萬田石材さん、木場木材さんには敷地内を御提供いただきました。ありがとうございました。 

１０月は、市長や県・市教育委員会の訪問もありました。 

１０月３日（月）、毎月行っているあいさつ運動に、早田山鹿市長、堀田教育長やころう君（鞠

智城イメージキャラクター）たちも参加していただきました。特に、ころう君の参加には、子ど

もたちも大喜びでした。あいさつ日本一を目指す「あいさつプロジェクトチーム」も張り切って

いました。 

１０月１９日（水）には、山鹿市教育委員会、県教育委員会（菊池教育事務所）による学校訪

問がありました。関係者に学校の様子を見ていただき御指導をいただきましたが、関係者から

は、「児童の姿が素晴らしい」「学校に活気を感じる」など多くのお褒めの言葉をいただきまし

た。これも、家庭や地域の皆様のおかげです。今後も、更に指導の改善をし教育に当たります。 

体力の低下は、本校の課題の一つで

す。その課題解決のため、九州看護福

祉大学の吉里雄伸先生（６区）に御協

力いただき体力測定をし、その結果か

ら効果的な運動の在り方を指導してい

ただくことにしています。 

ここにも地域の方に御支援いただい

ています。まさに、「オール菊鹿」で

子どもたちを育てていきましょう。 

 

菊鹿愛 

絵本等をたくさんいただきました 

■ １区の牛崎市憲・末子御夫妻から 「日本名作絵本」全

２８巻をはじめ、たくさんの本を寄贈していただきまし

た。絵はもちろん文も宮沢賢治さんをはじめとする著名 

人の作で素晴ら 

しいものです。 

ありがとうござ 

いました。 

 保護者の皆さん 

も機会がありまし 

たら御来校の折 

に御覧ください。

 

  

通知表を配付しました 
同時に、「お渡しするに当たって」のおたよりも配付していますので

御確認ください。子どもたちの御相談はいつでも受け付けています。 

子どもたちの教育に一緒に当たっていきましょう。 


